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簡略化したプレストレッシング管  
理手法  
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PC部材は所定のプレストレスを与えて始めて，強度  

および耐久性を発揮する。従って，プレストレツシング  

管理方法はPC部材製作上最も重要な作業である。プレ  

ストレツシング管理方法は，いくつかの方法があるが，  

現在，最も一般的に用いられている方法は，緊張力とPC  

鋼材伸び量からみかけの摩擦係数〟を求めぷの変動範  

囲ほかを管理する方法である。しかL，この方法は合理  

的で信頼性が高い反面，試験緊張およびその解析という  

繁雑な作業を伴う欠点がある。   

国鉄では，これにかわる簡田糾ヒした新しい管理方法を  

提案し，今回，田端（出）において試験的に実施したの  

でその概略を紹介する。  

新方法  

巧：緊張直後の所定引張力   

′∴牽揮係数   

〝：みかけの匿措係数  

♂れ：マノメータ示在  国   

△J：PC鋼材の伸び重   

工：PC鋼材長   

Ep：PC鋼材のヤング係数  
旧方法  

1．新Lい管理方法  

新しい管理方法は，Fig．1に示した手順による。同じ  

くFig．1に示した旧方法と比較してみると，大幅に簡略  

化していることが判る。   

新しい方法の最大の特徴は，試験緊張および解析せ省  

略していることである。旧方法では試験緊弓掴で測定し  

●● た垢，△＝巨解析して〃，㊥，引止め線，ぷの管理範囲  
を求めているが，新方法では②，③の計算によって，ほヾ  

一義的に引止め線および布，△J／上の管理限界を求めて  

いる。   

旧方法の試験緊姻亘および解析画は2日の作業を要し，  

しかも，橋種，ケーブル種類等が変る毎に必要で，これ  

らの作業の省略は大きな省力化になる。   

また，旧方法では許容セット量△Jおよび最終J椚は  

各ケーブル毎に測定した云によって現場で求めていた  

（匡＝司）が新方法では〃＝0．15として予め計算で求める   

Ep：引止繰のためのヤング係数  

Fig．1新旧緊張管理手法フローチャート   

ため現場作業が簡単になっている（○，口内番号はFig．1  

の新旧管理方法のフロー番号）。   

さらに，旧方法は合理的ではあったが理論的にやゝ難  

解でたったが，この点も解消している。   

新方法は，まだ提案中のものであるが，過去のデータ  

を統計的に処理した結果，例えば，血－AJ／エ（血：マ  

ノメータの示度kgf／cm2，Al／L：PC鋼材伸び率）の関  

係がケーブル形状，種類等に関係なく非常に直線性がよ  

いことカ判っており，信頼性の高い方法といえる。  

2．新しい方法の試験施エおよび測定方法  

TabIel，Fig．2に示すPCIけたにおいて新旧両方  

法でそれぞれけた1本ずつ試験施工を実施した。試験施  

工では，新旧両方法をそれぞれFig．1に示す手順で緊張  

し，PC鋼材ひずみ量，コンクリートの導入プレストレス  
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以上の結果から新旧両方法による緊張力の差異はほと  

んどなかったといえる。  

量ほかを測定・比較した。   

PC鋼材ひずみ量測定方法はFig．3に示すとおりひ  

ずみゲージを取付け静ひずみ測定器（TDS－301東京測  

器製）を用いた。  

Tablel橋梁仕様  

Table2 新旧両方法による  

最終緊張力（マノメータ詰みkgf／cm2）   

桁名 
A   B  

（緊張式）  
（新）   （旧）   

ケーフPルNα  

453   480   

448   475   

③   445   450   

④   441   445   

⑤   436   440   

⑥   431   445   

⑦   426   435   

440   453  
平  均  

（97％）   （100％）   

構造型式  複線PCI8主げた  

スパン  29．2m  

列車荷重  N－18，P－19  

上＿」ニ塑  

；一．．．」  
Fig．2 けた中央断面  
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Fi9．4 PC鋼材緊張直後ひずみ分布  

4．おわりに  

新方法を実施した結果，非常に簡単でわかりやすい方  

法であると感じた。現場作業の省力化に通じるし，簡潔  

な方法であるため作業ミスも少なくなるであろう。この  

方法は今後さらに検討されるであろうが，施工サイドと  

して本格的に採朋されることを歓迎する。   

最後に，この試験施＿t二は国鉄構造物設計事務所，同東  

京第一工事局停車場二課，同新田端工事区から発注され  

たもので，実施にあたってはL二記関係諸氏の節付旨導，御  

支援をいただいた。この鮮血をかりて謝意を表す。   

0はゲージ貼付断面図  

嘩  
¢12．4 7本より  

PC鋼より線  

ひずみゲージ  

FLK－6   

rし刑妄塞芸  
ひずみゲージ収付図  

Fig．3 PC鋼材ひずみゲージ配置図  

3．試験施工および測定結果  

新旧両方法の平均緊張力比は新／旧＝0．971で新方法  

の方が若干小さくなっているが本来摩擦係数はバラツキ  

が存在するものでこの程度の差が発生しても自然である。  

今回，たまたま新方法の方が少なくなっているが，PC鋼  

材ひずみ量（ケーブルNo．7）はFig．4のとおりとな  

り，けた端部ではBけたの方が大きいが設計断面（けた  

中央断面）では，ほぼ等しく（新／旧＝0．99さ）なってい  

る。   
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